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*  平成 28 年度のみ担当 













































2 時間、年間 20 回程度、放課後学習会を開催し、小集団の中で児童の特性把握と学習意欲

















５−３−１   各年度の実施概要と成果の公表 
 
１）平成 28 年度 
放課後学習会は、平成 28 年 5 月から平成 29 年 2 月の間に 19 回開催された。5 月当初
は 2 年生から 6 年生までの 35 名が参加し、10 月からは 1 年生が加わり合計 44 名の児童
が参加した。特別支援教育コースの教員 2 名と大学院生 10 名が支援にあたった。 
平成 28 年度の研究成果は以下の通り公表した。 
・第 5 回特別支援教育実践研究発表会（上越教育大学特別支援教育実践研究センター） 
・上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀要第 23 巻 
・学校教育研究科特別支援教育コース修士論文 
 
２）平成 29 年度 
放課後学習会は、平成 29 年 5 月から平成 30 年 2 月の間に 15 回開催された。2 年生か
ら 6 年生までの 28 名の児童が参加した。特別支援教育コースの教員 1 名と大学院生 7 名
が支援にあたった。 
平成 29 年度の研究成果は以下の通り公表した。 
・第 6 回特別支援教育実践研究発表会（上越教育大学特別支援教育実践研究センター） 
・上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀要第 24 巻 
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５−３−２    特別支援教育実践研究発表会における研究成果 
 
１）平成 28 年度 
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２）平成 29 年度 
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５−３−３    特別支援教育実践研究センター紀要における研究成果 
 
１）平成 28 年度 
平成 29年 3月に刊行された上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀要第 23巻に
おいて、下記 2 題に関する内容で教材・教具の紹介論文を掲載した。 
 
【論文１】 





































校に在籍する 2～6 年生の児童 l6 名（男子 8 名、女子 8 名）を対象とした。 
２）分析対象 
約 75 分の学習場面のうちの後半活動を対象とした。期間は，20XX 年 5 月から 9 月にか
けての 10 回であった。 
３）支援場面 






で使用したすごろくマップを図 1 に示す。第 1 回から第 3 回目までは、意見集約型課題で
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【論文２】 




















































支援課題の実施では、3 年生と 2 年生の相互の係わりが作品に反映された。対話の生成





ディアを取り入れた。作品の描き始めで 3 年生は、モンスターについて「蝶とクリオネの 
ハーフ」と説明していた。しかし、2 年生との係わりを通じて作品を描く過程で、モンス
ターの説明は「蝶とコウモリのハーフ」になった。こうした場面から、3 年生と 2 年生に
よる相互の係わりは、個々の作品の創造性に反映されたと考えられる。Fig.5 に 3 年生の
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２）平成 29 年度 
平成 30年 3月に刊行された上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀要第 24巻に
おいて、下記 1 題に関する内容で教材・教具の紹介論文を掲載した。 
 
【論文１】 










































校に在籍する 2～5 年生の児童 15 名（男子 8 名，女子 7 名）を対象とした。 
２）分析対象 
約 75 分の学習場面のうちの後半活動を対象とした。期間は，20XX 年 9 月から 12 月に
かけての 5 回であった。 
３）支援場面 







者(4 種類)の中から 1 つを選び，その勇者を用いてすごろくに挑戦し，その後それを踏ま
えてもう一度選択，挑戦をした。第 2 回からは，情報カード（図 2）を導入し，勇者の能
力も班で相談して決め，すごろくに挑戦した。第 2 回以降は，すごろくへの挑戦は 1 回で

























５−３−４    上越教育大学大学院学校教育研究科修士論文による研究成果 
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性障害（Attention-Deficit / Hyperactivity Disorder：ADHD）を有する子どもは，その特
性からなる創造性の困難さが指摘されている。特別な教育的ニーズのある子どもは，障害

































対象児は，小学校における通常の学級に在籍する 2 年生 9 名，3 年生 8 名，5 年生 1 名
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２ 手続き 
実践は，20XX 年 6 月から 20XX 年 10 月までの期間に原則として週 1 回約 40 分間，A 
小学校教室において行った。学習環境の設定は，大庭ら（2012）を参考にして小集団を編
成し，主支援者（Main Teacher：MT）1 名と副支援者（Sub Teacher：ST）4 名（ST1-
ST4）を配置した。副支援者は，児童と対等な立場で協力的に活動する STc（Sub Teacher 
as a cooperator）と，集団内で優秀な児童として活動を支える STs（Sub Teacher as a 























































１）2 年生 C8 の係わりと作品への反映 





入れたと思われる。対話が生成される場面を表 1 に示した。C8 の作品を図 1，C10 の作品











１）3 年生 C12 の係わりと創造性への反映 
3年生 C12と ST１の相互の係わりが作品の創造性に反映された。C12と ST1の作品は，
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不完全図形の使用箇所に共通点がみられた。C12 と ST1 はともに，蛙に見立てたモンスタ
ーを創造した。事前及び事後テストの比較では，C12 の独創性スコアと効果性スコアが上




成される場面を表 2 に示した。小集団による描画制作で描かれた C12 の作品を図 4，ST1 




いた作品の全体平均は，独創性（事前 33，係わり中 57，事後 57），効果性（事前 21，係
わり中 24，事後 34）であった。夢をテーマに描いた作品の全体平均は独創性（事前 62，
係わり中 71，事後 74）、効果性（事前 26，係わり中 30，事後 31）であった。他者との係
わりを通じた対話の生成と表現の模倣は，創造性に反映された。創造性スコアにおける全
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５−３−５    対象児童へのアンケートによる研究成果 
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この放課後学習会は、平成 17 年度より実施しており、当初は 20 名程度の参加者を得て
開催されている。このような支援活動の提供は、特別な教育的ニーズのある子どもたちの
発達支援において大きな役割を果たすことができ、またその活動自体が大学院に在籍する
院生の実践力の向上にも貢献できることは明らかである。今後もこのような形態による支
援の場に対するニーズは益々高まることが予想されることから、その実施方法のあり方を
さらに検討しながら、そのニーズに適切に応じていく体制を整えていく必要があるだろう。 
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